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インターネットのバックボーンを構

成する主要な技術にＡＴＭがある｡、

ＡＴＭは、もともと電気通信事業者が提

供していた音声通話サービス、データ

通信サービス、動画像転送サービスな

どを混在させて取り扱うことができる

広帯域統合デジタル通信網の基盤技術

として、90年代初頭から開発が続けら

れてきたものだ。当初はＡＴＭを用いた

ＬＡＮ技術が市場に登場して普及の兆し

を見せたが、最近では本来の電気通信

事業者による広域大規模サービスに

ＡＴＭ技術が積極的に使われるようにな

ってきた。特にＮＴＴのメガリンクサー

ビスに代表される電気通信事業者各社

の広域ＡＴＭサービスを用いることで、

OC-3 (155Mbps) までの広帯域広域接

続を安価で簡単に実現することができ

るようになった。これにより、従来の

45Mbps あるいは数Mbps といった帯域

のデジタル専用線を利用したインター

ネットのバックボーンは、急速にATM

サービスを用いたバックボーンに変わ

りつつある。

ＡＴＭ 利 用 の メ リ ッ ト

この 広域ＡＴＭ サ ービ スに は さま ざま

な利 点が あ る。 第一一に、 接 続 ハ ード ウ

ェア を変 え るこ と な く利 用帯 域 の 設 定

変 更 を行 な う こ と が で きる 点 で あ る 。

現在のＡＴＭ サービ スで は物 理的 なデ ー

タ伝 送網 は150Mbps のOC-3 回 線を使っ

ているが､ 実際 のデータ転 送での利 川帯域

設 定 は 使 用 するVC  (Virtual Cannel)

に対して 行 なう。 こ のため 、ＶＣに対 す

る利 用帯 域 を変 更 し た とし て も、 接続

ハ ード ウェ ア は一 切変更 す る必 要 は な

い。 たとえ ば、ＮＴＴの メガリ ン クサ ー

ビ スでは、0.5Mbps あ るい は1Mbps か ら

135Mbps まで1Mbps ご とに 利 用帯 域 を

ＶＣに設定 するこ とが で きる。 広い 利 用

帯 域 を設 定す れば、 当 然 そ の 分専 用岡

線 料 金が 上昇 す る が、 利 用 す る帯 域 を

きめ細 か く設 定 で き るの は、 従来 のデ

ジ タル 専用 線 とは 大きく 異 なる 点 であ

る。

第二 の利 点 とし て、 ひ とつ の 物 理リ

ン クに （利 用帯 域 の 合計 が最 大 帯域 を

超え ない 範囲で ）複 数のＶＣを収容 する

こ とが で きる こ とか ら、 単一 の 接 続 八

－ ドウ ェ アで 複 数対 地を 接続 で きる点

で あ る。 従 来 のデ ジ タ ル専 用回 線 を 用

い た場 合 には 、対 地ご とに 異な る 接続

ハ ード ウェ ア を用 意 する のが 一 般 的で

あ っ た。　し かしＡＴＭ サービ スで は、 複

数対 地 を ひとつ の 接続 ハ ー ドウ ェ アで

実現 するこ とがで きる。 こ れも、ATM

がＶＣを単位 とし た通信 サービ ス として

構 成さ れてい るこ とに よる。

第三 の利 点 は、 よ り広帯 域 な サ ービ

スの提 供が 予想 される点 であ る。 現 在、

多 くの電 気通 信事 業 者はOC-3 を使 っ た

サ ービ スを提 供し てい る が、 将 来 的 に

はOC-12  (622Mbps) のＡＴＭ サ ービ ス

も提 供さ れる と予 想 されてい る。 事実 、

郵政 省 と通信 ・放 送機構 （ＴＡＯ） が 進

めるJGN  (Japan Gigabit Network) で

はOC-12 を用い たＡＴＭ 広域 網 を構 築し

ている。 この ようなこ とか ら、ＯＣ-12を

用い たＡＴＭサ ービ スについ ても 商用 サ

ービ スの 提供 が期 待さ れてい る。

上 記の ような利 点を持 ったＡＴＭ サ ー

ビ スを 用い る こ とで、 拡 張性 豊 か な イ

ン ター ネット バ ッ クボ ーン を構 築 す る

こ とが 可 能と なっ た。 こ のこ とは 、 イ

ン ター ネット バ ッ クボ ーン の広 帯 域化

か 進む 原因 の ひ とっ に なって い る こ と

に も注目 すべ きであ る。

ＰＯＳの 登 場

ＡＴＭ以 外で も インター ネット バッ ク

ボ ーン の構 築 に利 用で きるい くっ か の

注 目 すべ き技 術 が 登 場 し 始 め てい る。

そ の ひ と つ がPOS  ( Packet Over

ＳＯＮＥＴ） であ る。ＡＴＭ で は53 バ イト

の固 定 長セ ル を用 いて デ ー タを 伝 送す

る。　しか し、Gbps レベ ルの通 信を する

場 合、ＡＴＭ 層で 必須の セ ル化 処理 が ボ

ト ル ネ ック にな ら ない よう に シ ステ ム

を構 成 す る のは 非常 に 難し い。 こ の た

め、ＡＴＭ が物 理 的伝 送路 とし て利 用し

てい るＳＯＮＥＴ網 を直 接 利 用 し、ATM

での セ ル 化 処理 の オー バヘ ッド を回 避

する 機 構 が 開 発 され た。 こ れ がPOS で

あ る。 ＰＯＳでは 、ＳＯＮＥＴのフ レー ムを

直接 使っ てIP デ ー タグラ ムを転 送す る。

特にOC-24 以 上 の 回線 では 、ＡＴＭで は

な くＰＯＳを 用い る の が 今 後の 主流 に な

る と 考 え ら れ て い る 。ＰＯＳは す で に

ＲＦＣと し てプ ロ ト コ ルの 標準 化が 完「

してお り、 い くつか のベ ン ダーか らoc-

48 (2.4Gbps) での 実装 が提 供 される よ

うに なっ て いる 。

光波 長 を 多 重 化 す るWDM

今後 バックボ ーンを構 成していく場 合、

より広い 帯 域 を確 保 するために 、光波 長

多重 方式(WDM) を用い た伝 送路も構 築

されるようになるだろう。 ＷＤＭを使 うこと

によって、従来 の光ファイバー伝 送におけ

る信号 多重 が可 能になり、同一 のファイバ

ーでも利 用可 能 な帯 域 を増や すことが で

きる。このた め多くの 電気 通信 事業 者 で

はＷＤＭ技 術の 導入 を積 極的 に考 え始め

ている。また 、ＷＤＭ 商品 も数多く登場し

始めている。しかし、現段 階 では、電 気通

信事 業者 の基幹 網で のＷＤＭ の利用 は検

討されているものの √直接 インターネットの

バックボ ーンで ＷＤＭ を利 用しようとする

例 は 少ない 。また一 方 で､ ＷＤＭ技 術 は

今後確 実に電 気通 信事業 者網に導 入され

てい くだろうし 、さらに 一 歩 踏 み 込 んで

“IP over ＷＤＭ" といった インターネット

プロトコルに 特化したＷＤＭ の利用方 法に

つ いても検討が 始められてい る。 ＷＤＭが

インターネットバックボ ーンで 使 われるよう

になる 日も近 いと考 えられる。

(山口英　奈良先端科学技術大学院

大学助教授)
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